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告

　

会
員
の
皆
様
、
暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
い
よ
い
よ
夏
の

到
来
を
迎
え
、
健
康
管
理
に
は
十

分
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
、
事
故

の
無
い
生
活
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
昨
年
か
ら

続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
に
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
ご
推
察
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
と
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
が
実
施
さ
れ
て
、

ホ
ッ
と
一
息
つ
い
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
年

度
初
め
の
予
定
が
す
っ
か
り
狂
い

ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
の
総
会

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
は
、
定
期
総
会
が

で
き
る
か
と
、
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
第
３
回
目
の

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ

れ
、
会
場
閉
鎖
と
区
当
局
か
ら
の

ご
指
導
も
あ
り
、
や
む
な
く
「
書

面
総
会
」
に
切
り
替
え
、
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

書
面
総
会
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
先
般
全
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

宛
て
に
議
案
書
を
お
配
り
し
、
承

認
を
い
た
だ
く
と
い
う
手
続
き

で
行
い
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
は

令
和
２
年
度
の
「
板
老
連
活
動
の

報
告
」
、
第
２
号
議
案
は
同
年
の

「
決
算
報
告
と
監
査
報
告
」
、
第

３
号
議
案
は
令
和
３
年
度
の
「
活

動
計
画
」
、
第
４
号
議
案
は
そ
の

計
画
に
沿
っ
た
「
予
算
案
」
で
し

た
。
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

今
年
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た

り
、
新
役
員
の
（
案
）
を
お
示
し

し
、
ご
承
認
を
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
５
つ
の
議
案
に
つ
い
て
ご

審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
承
認
書
を
集
計
し
ま
し

た
結
果
、
今
年
度
は
単
位
ク
ラ
ブ

全
会
長
数
が
１
２
８
名
（
板
橋
同

胞
長
寿
会
を
除
く
）
で
、
承
認
書

の
提
出
数
が
１
２
７
名
、
棄
権
が

１
名
で
過
半
数
以
上
の
承
認
書
の

提
出
を
い
た
だ
き
、
総
会
は
成
立

（
板
老
連
会
則
第
12
条
に
）
い
た

し
ま
し
た
。

　

集
計
の
結
果
は
、
第
１
号
議
案

か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
原
案
賛

成
が
過
半
数
で
超
え
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
板
老
連
会
則
第
15
条
の

一
般
決
議
の
扱
い
に
従
い
、
こ
こ

に
正
式
に
令
和
３
年
度
の
す
べ
て

の
議
題
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

集
計
の
結
果
は
次
ペ
ー
ジ
の
表

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
承
認
書
に
多
く
の
励
ま

し
の
お
言
葉

を
頂
戴
し
、

恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
ま

た
、
貴
重
な

ご
意
見
・
諸

注
意
・
ご
提

案
な
ど
頂
戴

し
、
今
後
の

運
営
の
参
考

に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
鋭
意
頑
張
っ
て
運
営
を
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
っ
て
は
、
行

事
や
運
営
等
に
変
更
等
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
会
員
の
生
命
・

健
康
・
安
全
を
最
優
先
に
し
、
慎

重
に
計
画
し
万
全
の
感
染
防
止

策
を
講
じ
て
実
施
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
会
員
の
皆
様
が
ご

健
康
で
明
る
く
「
板
老
連
に
入
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ

う
な
活
動
を
目
指
し
て
、
役
員
一

同
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「くじゃくサボテン」

板 老 連
板 橋 区 老 人 ク ラ ブ 連 合 会
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令
和
３
年
度
板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
基
本
方
針

基
本
方
針

　

昨
年
度
は
、
新
年
度
を
迎
え
る
と
同
時

に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
総
会
を
は

じ
め
板
老
連
の
事
業
が
延
期
ま
た
は
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
ま
だ
ま

だ
予
断
は
許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
活
動
再
開
に
あ
た
っ
て
は
「
安
全
を

最
優
先
」
に
し
て
活
発
な
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
「
２
０
２
５
年
」
が
迫
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
板
橋
区
は
、
板
橋
区

版
A
Ｉ
Ｐ
（
年
を
重
ね
て
も
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
ま
ち
に
住
み
続
け
る
）
活
動

を
始
動
さ
せ
、
町
会
・
自
治
会
、
民
生
委

◆
板
老
連
の
四
大
活
動
目
標
を
実
現
し
よ
う

員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
医
療
・
介
護
の
専
門

職
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ

て
高
齢
者
の
「
在
宅
生
活
」
を
支
え
て
い

く
地
域
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
老
連
も
地
域
の
重
要
な
役
割
を
持
つ
団

体
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。積
極
的
に
期
待
に
応
え
ま
し
ょ
う
。

　

板
老
連
と
し
て
は
「
会
員
相
互
の
助
け

合
い
・
支
え
合
い
活
動
」
「
健
康
で
明
る

い
長
寿
社
会
を
目
指
す
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
し
て
、
次
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い

よ
う
、
日
常
の
「
衛
生
習
慣
」
を
徹

底
し
、
安
心
安
全
な
生
活
を
送
る
よ

う
努
力
し
よ
う

二
、
友
愛
活
動
の
幅
を
広
げ
、
「
高
齢
者

同
士
が
助
け
合
い
支
え
合
う
」
友
情

を
深
め
る
事
業

三
、
学
ぶ
機
会
を
多
く
し
、
内
容
の
質

を
高
め
、
幅
を
広
げ
、
理
解
度
を
高

め
、
そ
れ
を
日
常
の
生
活
の
中
で
実

践
し
て
、
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く

事
業

四
、
旅
行
や
作
品
展
等
の
各
事
業
を
と
お

し
て
、
「
生
き
が
い
と
喜
び
と
連
帯

感
」
を
育
む
事
業

五
、
情
報
交
換
を
図
り
、
支
部
お
よ
び
単

位
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
や
安
定
化
に
努

め
る
事
業

六
、
元
気
な
高
齢
者
が
地
域
の
た
め
に
、

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
構
築
し
て
い

く
事
業
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
活
動
を
地
域
と
と
も
に

積
極
的
に
実
践
し
て
い
く
事
業

七
、
「
会
員
増
強
」
を
積
極
的
に
勧
め
一

人
で
も
多
く
の
高
齢
者
に
手
を
差
し

の
べ
る
活
動

八
、
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
目
標
に
掲

げ
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を

目
指
す
事
業

九
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
魅
力
あ

る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
推
進
す
る
事

業
十
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
思
う
存
分
発

揮
し
、
心
身
と
も
に
健
全
で
心
豊
か

に
な
る
事
業

　
仲
間
づ
く
り
を
中
心
に
、

①
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
、

②
助
け
合
お
う
友
愛
活
動
、

③
豊
か
な
地
域
づ
く
り
、

④
会
員
増
強
に
力
を
入
れ
よ
う

　
を
目
標
に
掲
げ
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

板老連　令和３年度　書面総会承認書　議案別集計表

議案名 承認する 承認しない 委任状 棄権 合計
第１号議案 123 0 4 1 128
第２号議案 121 2 4 1 128
第３号議案 123 0 4 1 128
第４号議案 121 2 4 1 128
第５号議案 122 1 4 1 128

板橋区老人クラブ連合会第185 号 2



令和２年度板老連　収支決算書
収入の部 板橋区老人クラブ連合会（単位：円）

項　目 ２年度予算 決算額 増減（-）額 内　容
前年度繰越金 318,363 318,363 0
会　　　費 3,680,000 3,509,120 -170,880 会員　10,966 名× 320 円
板橋区補助金 6,400,000 6,200,762 -199,238 令和２年度板橋区補助金
社協助成金 260,000 263,000 3,000 芸能大会・作品展・スポーツ
シルバー助成金 30,000 30,000 0 作品展

行事参加費 1,300,000 484,800 -815,200

体育部（37,300）
盛年部（29,600）
寿大学（33,200）
作品展（34,400）
文化部（18.400）
女性社会部（33,100）

広告料 30,000 205,542 175,542 広報紙「板老連」年４回発行広告料なし ( 業者委託 )

寄付金 70,000 5,000 -65,000 総会・新年会祝儀
雑収入（預かり金） 33 33 懇親会会費・利息他
その他 211,637 0 -211,637
計（1） 12,300,000 11,016,620 -1,283,380

支出の部

活
動
費

厚生盛年部 400,000 120,350 -279,650
腰痛予防体操・認知症
講習会等健康講座、部
会・23区ウォーキング

教
　
養

寿大学 2,500,000 1,034,446 -1,465,554 寿大学講師・書記手当・同運営等部会

作品展 800,000 871,844 71,844 会場設営・賞状印刷・審査員手当等及び表彰式

体育スポーツ 600,000 370,784 -229,216
ゲートボール・ペタン
ク・輪投・グラウンド
ゴルフ各大会他

文
　
化

趣味旅行 0 0 0
芸能大会 300,000 263,700 -36,300 芸能大会費用・部会等
囲碁将棋 100,000 0 -100,000 大会費用
唄と踊り 150,000 0 -150,000 大会費用

ダンスパーティー 100,000 0 -100,000
ダンス（納涼・クリスマス）
２回開催費用

女
性
部

世代交流 700,000 299,960 -400,040 次世代との交流活動等

女性部・社会部 300,000 97,626 -202,374
女性部（友愛活動・手芸教室・部会等）
社会部（ボランティア活動・募金活動・
社会奉仕・部会等）

広報部 1,300,000 805,931 -494,069 広報紙「板老連」年 4回発行等・HP更新・部活動等

小計（A） 7,250,000 3,864,641 -3,385,359

運
営
費

企画部 150,000 20,412 -129,588
老連新任会長等研修
会・会員増強表彰・
東老連研修等

総
　
務

事務費 600,000 322,672 -277,328
東老連総会・理事会・城
西ブロック会議・日光市
老人会交流会・その他

通信費 100,000 84,443 -15,557 電話・FAX・連絡用郵便・送料等

印刷費 600,000 589,290 -10,710 コピー機管理・消耗品・コピー機リース料等
渉外費 120,000 136,000 16,000 地域・外部団体交流（祝儀）
慶弔費 40,000 0 -40,000 慶弔用

消耗品費 30,000 26,586 -3,414 事務用品（文具・領収書・額等）

会議費 200,000 40,410 -159,590 会計監査・委員会・三役会等

交通費 50,000 0 -50,000 三役・理事・外出・区外出張費等
総会費 0 29,316 29,316 会場費・運営費等
新年会費 400,000 0 -400,000 会場費・運営費等の補助

支部費 700,000 805,000 105,000 支部活動費
東老連会費 1,188,000 1,179,000 -9,000 131 クラブ× 9,000 円
備品費 150,000 26,774 -123,226 諸行事器具費・事務戸棚他
雑　費 460,256 2,033 -458,223 戻入金・振込手数料他

小計（B） 4,788,256 3,261,936 -1,526,320

特
別
会
計

70 周年記念事業費 0 0 0

役員理事記念品費 0 490,000 490,000

災害時特別積立金 261,744 0 -261,744

小計 (C） 261,744 490,000 228,256

合計（2）（A+B+C）12,300,000 7,616,577 -4,683,423

令和３年度板老連　収支予算
収入の部 板橋区老人クラブ連合会（単位：円）

項　目 ３年度予算 内　容
前年度繰越金 3,400,043 令和 2年度より繰越金
会　　　費 3,200,000 会員 10,000 名× 320 円
板橋区補助金 5,600,000 令和３年度板橋区補助金
社協助成金 200,000 芸能大会・作品展・スポーツ
シルバー助成金 30,000 作品展

行事参加費 1,105,000 教養部、体育部、文化部、女性部、盛年部、新年会
広告料 200,000 広報誌「板老連」広告料なし、業者委託
寄付金 0 総会、新年会他祝儀
雑収入 0 懇親会会費・利息他
合計 13,735,043

支出の部

活
動
費

厚生盛年部 340,000 腰痛予防体操・認知症講習会等健康講座、23区ウォーキング

教
養
寿大学 2,125,000 寿大学講師・書記手当・同運営等部会
作品展 680,000 会場設営・賞状印刷及び表彰式等

体育スポーツ 510,000 ゲートボール、ペタンク、輪投げ、グラウンドゴルフ各大会、他

文
化

趣味旅行 0 旅行費用
芸能大会 255,000 大会費用
囲碁将棋 85,000 大会費用
唄と踊り 127,500 大会費用
ダンスパーティー 85,000 ダンス（納涼・クリスマス）２回開催費用

女
性
部

世代交流 595,000 次世代との交流活動等

女性社会部 255,000 ボランティア活動・募金活動・社会奉仕・部会等友愛活動・手芸教室・部会等

広報部 1,105,000 広報紙「板老連」年 2回自発行、ホームページ更新、部活動等
小計（A) 6,162,500

運
営
費

企画部 127,500 板老連新任会長等研修・会員増強表彰・東老連研修等

総
務

事務費 510,000 東老連総会・理事会・城西ブロック会議・日光市老人会との交流会・その他
通信費 85,000 電話・FAX・送料等
印刷費 510,000 コピー機関連費用・及びリース代等
渉外費 102,000 地域・外部団体交流（祝儀）
慶弔費 34,000 慶弔費
消耗品費 25,500 事務用品（文具・領収書等）
会議費 170,000 委員会・三役会等
交通費 42,500 区内外出張費
総会費 255,000 会場費・運営費等
新年会費 340,000 会場費・運営費等
別途支払準備金 3,349,543
支部費 595,000 支部活動費
東老連会費 1,161,000 129 クラブ× 9,000 円
備品費 127,500 諸行事器具費・事務戸棚他
雑費 138,000 戻入金・振込手数料・両替手数料他

小計（B) 7,572,543
特
別
会
計

役員理事記念品費 0
小計（C) 0

合計（A+B+C） 13,735,043
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令和３年度　板橋区老人クラブ連合会　役員
役職名 氏名 クラブ 支部

会長 阿部　勲 双葉蓬莱会 4

副会長
奥永　和満 北寿クラブ 5
坪田　知子 小豆沢グリーンクラブ 8
土田　保年 富士見長友会 4

監事
今井　鍵造 中丸寿会 2
荒蒔　経子 桜川旺寿会 5
中澤　孝則 清水町清寿会 7
田中　優 乃ぐち松寿会 11

総務・企画部 山口　克行 大和会 4
教養部 清水　幸雄 上板橋高砂会 6
広報部 伊藤　恵子 赤塚遊友クラブ 11
厚生盛年部 小菅　昭夫 熊野町寿会 2
文化部 金子　永 仲宿睦双葉会 1
体育部 小西　治夫 小豆沢グリーンクラブ 8
女性社会部 坪田　知子 小豆沢グリーンクラブ 8
会計部 安達　美代子 富士見町もみじ会 4

令和３年度　板橋区老人クラブ連合会　理事・支部長
支部 支部長 クラブ
1 井村　吉伸 栄町福寿会
2 今井　鍵造 中丸寿会
3 岡田　武二郎 中板橋高砂会
4 土田　保年 富士見長友会
5 根本　健 東新クラブ
6 宝田　喜一 東新東寿会
7 中　竹夫 清和クラブ
8 金子　憲一 小豆沢にりん草クラブ
9 斎藤　政爾 蓮根坂下三丁目芳寿会
10 佐藤　昭夫 西台第二白寿会
11 高尾　精一 赤塚ことぶき会
12 宇於崎　利男 高一寿会

会長
阿部　勲

副会長
土田　保年

総務企画部
山口　克行

定期総会、新年会、東老連功労者表彰
区長を囲む会、日光交流会、慶弔
手帳・日誌斡旋、全体会長会、
新任リーダー研修会、三役部長会
会則検討、会員増強推進

作品展・表彰式、寿大学
囲碁・将棋大会　教養講座
区・イベントホールPR活動

会報の発行、ホームページ管理
健康まつりPR活動・作品展PR活動
区・イベントホールPR活動

講演会（健康・腰痛・認知症・転倒）
ウォーキング

手芸教室、世代交流、社会奉仕
赤い羽根、講習会（交通・防犯）
リズムダンス、城西ブロック参加

金銭管理、物品管理

旅行（春・秋一泊旅行、日帰り旅行）
芸能大会、思い出の唄と踊り
ダンスパーティー、バスハイク

ゲートボール・ペタンク・グラウンド
ゴルフ大会、総合軽スポーツ大会
東老連大会、城西ブロック参加
グラウンドゴルフ・ペタンク交流会
体力測定、健康まつりPR活動

教養部
清水　幸雄

広報部
伊藤　恵子

厚生盛年部
小菅　昭夫

文化部
金子　永

体育部
小西　治夫

女性社会部
坪田　知子

会計部
安達美代子

副会長
奥永　和満

副会長
坪田　知子

（監事） 板橋ブロック
1・２・３支部
今井　鍵造

上板橋ブロック
4・5・6支部
荒蒔　経子

志村ブロック
7・8・9支部
中澤　孝則

赤塚ブロック
10・11・12支部

田中　優

板橋老人クラブ連合会組織図・令和３年度
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令
和
3
年
度
理
事
・
役
員

コロナ乗り越え明るい未来へ
　板橋区老人クラブ連合会

副会長　奥永　和満

このたび、副会長をさせてい
ただくことになり、その責任の重
さを痛感しております。力はあり
ませんが、会員の皆様のお役に
立てるよう努めてまいります。

ワクチンの接種が始まり、コ
ロナ禍を乗りこえ本来の活動が
できる明るい兆しが見えてきま
した。この間「友愛」の大切さ
や工夫しての活動の経験を活
かし、より多くの方が参加でき、
より楽しむことのできる活動を
目指し、ともに頑張ってまいりた
いと思います。

板老連の諸行事について、皆
様のご意見を反映させていただ
きたいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

副会長になり思うこと
　板橋区老人クラブ連合会

副会長　土田　保年

この度、副会長の任務を拝命
受けました。老人クラブ活動に
携わって３年余、経験不足は否
めませんが板老連会長の阿部様
はじめ、組織上の各部長および
各理事の方々とコミュニケーショ
ンを図り、業務の実態を早急に
理解する必要性があります。勉
強していきたいと思います。気
持ちは常に緊張感を保ちつつ、
自然 体で 任 務 にあたりたいと
思っております。ご協力よろしく
お願いいたします。

また、東老連内、各区の老人
クラブ活動を知り最良の企画内
容を板老連内に波及させたいと
思っております。よろしくお願い
いたします。

今年度も円滑な活動を
　板橋区老人クラブ連合会

副会長　坪田　知子

緑が濃さを増す５月、総会も
終わり新しい年度へとスタート
です。

このたびは、副会長という重
責を担うことになり、身のひきし
まるおもいですが、私なりの努
力と責任をもってお手伝いがで
きればと思っております。

そして女性社会部長としての
４年間、良き部員の方々に恵ま
れ、ささえていただき無事部の
活動を終えることができました。

今後とも、諸活動が円滑に行
われますようにご協力のほど、
よろしくお願いいたします。

第６支部長
宝田　喜一

第５支部長
根本　健

第４支部長
土田　保年

第３支部長
岡田武二郎

第２支部長
今井　鍵造

第１支部長
井村　吉伸

第 12 支部長
宇於崎利男

第 11 支部長
高尾　精一

第 10 支部長
佐藤　昭夫

第９支部長
斎藤　政爾

第８支部長
金子　憲一

第７支部長
中　竹夫 

厚生盛年部長
小菅　昭夫

文化部長
金子　永

体育部長
小西　治夫

会計部長
安達美代子

女性社会部長
坪田　知子

広報部長
伊藤　恵子

教養部長
清水　幸雄

総務企画部長
山口　克行

監事
田中　優

監事
中澤　孝則

監事
荒蒔　経子

副会長
奥永　和満

会長
阿部　勲

副会長
土田　保年

監事
今井　鍵造

副会長
坪田　知子
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ク
ラ
ブ
活
動
で
の
感
染
防
止
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

ク
ラ
ブ
活
動
で
の
感
染
防
止
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

熱
中
症
に
注
意

熱
中
症
に
注
意

　

現
在
も
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
込
め
て
い

な
い
状
態
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

み
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
諸
活
動
の
再
開
が
検

討
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
外
出
の
機
会
や

人
と
の
交
流
不
足
に
よ
る
、
体
力
低
下
や

社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
自
治
体

の
最
新
情
報
な
ど
感
染
対
策
に
つ
い
て
の

　

マ
ス
ク
に
よ
っ
て
気
づ
か
な
い
う
ち
に

水
分
が
不
足
し
て
し
ま
う
た
め
、
の
ど
が

渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
屋
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
冷
房
や
除
湿
機
・
扇
風
機
な
ど

を
適
度
に
利
用
し
、
涼
し
く
風
通
し
の
良

い
環
境
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
情
報
を
仲
間
同
士
で
交
換
し
合

い
、
安
全
に
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
リ
ス
ト
で

の
注
意
点
を
確
認
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

楽
し
く
健
康
に
ク
ラ
ブ
活
動
を
！

　
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、大
き
く
生
活
環
境
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
大
切
な
こ
と
は

「
感
染
し
な
い
こ
と
」
と
「
健
康
で
い
る
こ
と
」
の
両
立
で
す
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
々
の
生
活
や
ク
ラ
ブ

活
動
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

これさえあれば大丈夫！
感染対策チェックリスト

活動の計画
■■ 開催時間は１～２時間くらいか

■■ 人との距離が近くならないか

■■
混雑しそうな場所はないか

（受付・トイレなど）

■■ 消毒液は準備したか

■■
参加者の名前や
連絡先は把握しているか

屋内での活動
■■ 参加者は、収容人数の半分以下か

■■
換気ができるか

（１時間に２回程度）

■■ 座席は横並びで間隔があいているか

屋外での活動

■■
参加者は開催場所に合わせて
通常より少ない人数か

■■ 休憩場所や日陰になる場所はあるか

■■
大きな声を出さないよう、
拡声器などはあるか

活動参加に向けての留意点

■■
体調を確認してから参加する。
悪いときは休む。

■■
マスクを着用し、
咳エチケットを心がける。

■■ 会話をするときは正面に立たない。

■■ こまめに水分補給をする。
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フ
レ
イ
ル
予
防
３
カ
条

フ
レ
イ
ル
予
防
３
カ
条

終
わ
り
に

　
フ
レ
イ
ル
と
は

　

加
齢
に
伴
い
、
筋
力
の
低
下
や
外
出
す

る
機
会
の
減
少
か
ら
、
身
体
と
心
の
働
き

が
弱
く
な
っ
て
き
た
状
態
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
介
護
が
必
要
と
な
る
リ
ス

そ
の
一
、
栄
養

　

特
に
必
要
な
の
は
「
た
ん
ぱ
く
質
」
。
日
々
の
食
事
で
は
、
肉
・
魚
・
大
豆
製

品
・
卵
な
ど
を
意
識
し
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
二
、
運
動

　

室
内
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
散
歩
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
適
度
な
運
動
を

仲
間
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
三
、
社
会
参
加

　

人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
感
染
対
策
を
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
や
地
域
活

動
に
も
参
加
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
食
べ
、体
を
動
か
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
、心
も

体
も
健
康
で
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ

ル
は
健
康
状
態
と
寝
た
き
り
（
介
護
）
と

の
間
の
状
態
で
す
。
早
期
に
気
づ
き
、
予

防
す
る
こ
と
で
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
日
々
の
生
活
で
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策
」

と
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
た
り
前
に

な
っ
て
き
た
マ
ス
ク
・
3
密
防
止
か
ら
、

つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
感
染
予
防
策

会報紙を読みながらできるお口のトレーニングを紹介します！
（板橋区健康福祉推進課より）

ま
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予

防
は
日
々
意
識
す
る
と
し
な
い
で
は
、
健

康
状
態
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
も
フ
レ
イ
ル
に
も
負
け
ず
、元

気
に
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
よ
う

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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Q1

Q2

１　
長
く
瞑
想
す
る
と
、開
き
ま
す	

２　
木
へ
ん
に
冬
と
書
い
て
何
と
読
む
？

３　
最
近
足
り
な
く
て
社
会
問
題
に

５　
ワ
イ
ン
が
有
名
な
南
米
の
国

４　
札
幌
の
観
光
名
所

５　
和
紙
を
使
っ
て
楽
し
み
ま
す

６　
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
え
ば
こ
の
人

※
漢
字
や
数
字・記
号
は
使
い
ま
せ
ん
。

※
小
文
字
は
１
文
字
と
し
て
数
え
ま
す
。

　
（
例
：「
き
ょ
う
」→「
き
よ
う
」）

クロスワードパズル

漢字クイズ

１� Ａ ２ ３

４

� Ｃ � Ｂ

５

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

菊 柵☞
葦 飯☞

☞気化 坂 星 ☞

□に入る漢字はなんでしょう。
※解答は複数あります。

脳トレ脳トレChallenge

Q5

Q3

Q4

Q6 なぞなぞ

都道府県しりとり

あるなしクイズ

何個見つかるかな？

山梨

和歌山
[ [

[

あ　る 石垣 アサガオ 紅茶 ギフトカード 見栄っ張り

な　い ブロック塀 タンポポ コーヒー 図書券 太っ腹

夜になると走るものとは
なんでしょう？

①①
野球の審判が嫌がっている
食べ物とはなんでしょう？

②②

無数のダイヤがちりばめられ
ている本とはなんでしょう？

③③

あ し あ わ せ あ
お ん せ ん ろ ん
ん か も た ん し
が ん た ん さ ん
ら せ つ け ん ぶ
め ん え き べ ん

都道府県名を入れて次のしりとり
を完成させましょう。

次のあるなしクイズの答えはなんでしょう。

4文字以上の言葉を探しましょう。
タテに読んでもヨコに読んでもＯＫ
（文字を小さく読んでもＯＫ）

答えは11ページに
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支
部
紹
介

４
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
西
台
集
会

所
に
て
、定
例
の
会
長
会
終
了
後
、休
憩
を

は
さ
み
、
第
10
支
部
の
定
期
総
会
の
開
催
、

会
田
藤
治
氏
の
司
会
、
議
長
に
よ
り
す
べ

て
の
議
事
も
滞
り
な
く
審
議
、
可
決
さ
れ

１
月
15
日
（
金
）
９
時
か
ら
練
習
開
始
、

昨
年
７
月
か
ら
新
た
に
「
ペ
タ
ン
ク
」
を

始
め
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
大
き

な
理
由
が
あ
る
か
ら
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
と
違
い
運
動
量
は
少
な
い
で

す
が
、
外
気
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
、
こ
れ
が
本
音
の
よ
う
で
す
。

毎
回
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
が
徐
々
に

第
10
支
部

第
11
支
部

よ
り
良
い

　
支
部
を
目
指
す

新
た
な

　
取
り
組
み
が
大
好
評

無
事
に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
支
部
長
の
就
任
の
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
総
会
の
総
意
を
得
ま
し
て
、

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
10
支
部
の

支
部
長
の
任
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
西
台
第
二
白
寿
会
会
長
佐
藤
昭

夫
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
任
の
大
竹
支
部
長
は
４
期
８
年
に
わ
た

り
、
第
10
支
部
の
活
動
に
献
身
的
に
ご
尽

力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
を
お

引
き
受
け
す
る
の
は
、
大
変
な
重
責
を
感

増
加
し
つ
つ
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
別
の
球
技
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
に
も

挑
戦
し
始
め
ま
し
た
。
参
加
し
や
す
く
・

取
り
組
み
や
す
く
・
何
名
で
も
・
誰
で
も

で
き
る
ボ
ッ
チ
ャ
（
Ｂ
ｏ
ｃ
ｃ
ｉ
ａ
）
は

ペ
タ
ン
ク
に
比
べ
、
ボ
ー
ル
が
非
常
に
軽

く
、
私
た
ち
の
よ
う
な
老
人
ク
ラ
ブ
向
き

と
思
い
ま
す
。
天
気
・
気
温
に
も
左
右
さ

れ
ず
屋
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
ル
ー
ル
の
大
差
は
あ
ま
り
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
て
「
ペ
タ
ン
ク
」「
ボ
ッ
チ
ャ
」

の
二
刀
流
で
さ
ら
な
る
健
康
維
持
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

（
第
11
支
部
体
育
部
部
長　

鈴
木
）

じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑

張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
支
部
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
任
の
大
竹
支
部
長
の
意
思
を
引
き
つ
ぎ

な
が
ら
、
令
和
３
年
度
の
活
動
を
推
し
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
皆
様
方
の
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
第
10
支
部
支
部
長　

佐
藤
）

外気に触れるいい機会

シニア勧めたいシニア勧めたい「シニアの本「シニアの本棚」棚」 気になる本は書店にお問い合わせください。気になる本は書店にお問い合わせください。

1

1,320円（本体価格1,200円）

今やシニアも子育てに参加する時代。「育児の今昔」と
その違いから上手な孫との接し方まで、専門家によるや
さしい解説。

じぃじ、ばぁばのための孫育ての教科書

井
上
淳
子 

著

2

1,430円（本体価格1,300円）

記憶や身体の老化、老後の資金や生活の不安…。我々は
この問題にどう取り組むべきか。ファイナンシャル・アドバ
イザーが、シニア層への人生設計を様々な角度から提唱。

凛
りん

としたシニア

榊
原
節
子 

著

3

1,430円（本体価格1,300円）

学校時代は一生懸命に勉強し、社会に出ては粉骨砕身
働いてきたシニアたち。60 歳からは気を楽に、スマー
トに生きるためのヒントとは。

「まぁ、いいか」のすすめ
60歳からは、自分にやさしいくらいがちょうどいい

山
崎
武
也 

著

板橋区老人クラブ連合会 第185 号9



短
歌
　
　
松
坂
　
弘  

選
・
評

　

最
近
の
世
の
中
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
の

こ
と
で
ざ
わ
つ
い
て
い
ま
す
。
文
明
が
進

歩
し
、
新
味
を
増
す
と
そ
れ
を
ネ
タ
ム

か
の
よ
う
に
、
邪
魔
を
す
る
何
か
が
不

意
に
現
れ
ま
す
。「
新
型
の
コ
ロ
ナ
」
も

そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、わ
れ
わ
れ
は
次
か
ら
次
へ
と

現
れ
る
「
じ
ゃ
ま
も
の
」
を
排
し
、
押
し

の
け
て
前
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

天　

眼
の
つ
け
ど
こ
ろ
が
な
か
な
か
に
大

胆
で
、
そ
し
て
説
得
力
も
あ
り
ま
す
。

地　

今
年
の
世
の
中
事
情
を
す
る
ど
く

と
ら
え
て
い
ま
す
。
思
わ
ず
「
そ
う
だ
」

と
ヒ
ザ
を
打
ち
た
く
な
る
よ
う
な
内
容

で
す
。

人　

一
読
し
な
が
ら
思
わ
ず
「
そ
う
だ
」

と
ヒ
ザ
を
打
っ
た
ほ
ど
で
す
。
日
本
は
ま

だ
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
る
国
で
す
。
政
治

家
が
自
慢
気
に
何
か
を
言
う
と
腹
が
た

ち
ま
す
。

天川
べ
り
に
見
事
に
続
く
花
筵

　

歌
舞
伎
舞
台
の
花
道
の
ご
と

　
　
朝
日
ク
ラ
ブ　
西
谷　
照
子

地木
々
芽
吹
き
桜
は
満
開
風
光
り

　

さ
れ
ど
マ
ス
ク
は
外
さ
れ
ず
し
て

　
　
仲
宿
睦
双
葉
会　
増
野　
信
子

人や
っ
と
来
た
接
種
通
知
で
我
が
国
の

　

後
進
国
ぶ
り
を
改
め
て
知
る

　
　
乃
ぐ
ち
松
寿
会　
上
野　
晴
美

年
輪
を
越
え
て
舞
ひ
た
る
迎
春
の

　

往む
か
し古
を
し
の
ぶ
春
雨
の
舞
う

坂
下
わ
か
ば
会　
鈴
木
ミ
ツ
子

戦
爭
は
し
な
い
さ
せ
な
い
や
ら
せ
な
い

　

日
本
が
手
本
で
五
輪
を
入
れ
る

朝
日
ク
ラ
ブ　
田
中　
正
己

リ
モ
ー
ト
に
間
食
の
欲
お
の
ず
か
ら

　

加
減
乗
除
を
す
る
サ
ジ
加
減

朝
日
ク
ラ
ブ　
浅
賀　
　
清

ひ
と
も
と
の
冬
木
に
群
る
る
寒
す
ず
め

　

飛
び
て
は
戻
り
鳴
き
燥
は
し
ゃ
ぎ
を
り

金
沢
千
と
せ
会　
加
藤　
蓉
子

仏
壇
に
手
あ
わ
す
曾ひ

ま
ご孫
超ち
ょ
うか
わ
い
い

　

写
眞
の
母
も
笑
み
を
う
か
べ
て

朝
日
ク
ラ
ブ　
浅
井　
幸
子

「
枯
木
だ
」
と
ほ
っ
た
ら
か
し
の
沈
丁
花

　

四
月
の
風
に
香
り
ゆ
た
け
し

朝
日
ク
ラ
ブ　
田
中
ふ
み
子

昨き

ぞ夜
お
ち
ょ
ぼ
今
朝
は

　

あ
ん
ぐ
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
　

昼
さ
が
り
に
は
大
あ
く
び
す
る

金
沢
千
と
せ
会　
加
藤　
蓉
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
す
る
か

　

し
な
い
か
チ
キ
ン
レ
ー
ス

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
結
果
や
如
何
に

乃
ぐ
ち
松
寿
会　
新
井　
美
知

公
園
の
木
々
に
囲
ま
れ
思
ひ
き
り

　

浴
び
て
み
た
い
な
み
ど
り
の
風
を

乃
ぐ
ち
松
寿
会　
松
村　
綾
子

若
葉
萌
え
丸
く
広
が
る
渡
月
橋

　

今
も
胸
打
つ
い
に
し
え
風
情
に

乃
ぐ
ち
松
寿
会　
篠
崎　
章
子

は
や
夏
日
桃
も
桜
も
散
り
急
ぎ

　

銀
杏
の
緑
勢
い
を
増
す

朝
日
ク
ラ
ブ　
橘　
　
恭
子

コ
ロ
ナ
禍
で
も
ま
だ
大
丈
夫
眼
を
そ
ら
し

　

ハ
カ
リ
の
目
盛
り
に
後
悔
や
ま
ず

和
泉
ク
ラ
ブ　
笠
間　
洋
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に
優
し
く
癒
さ
れ
る

　

ツ
イ
ゴ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
に

　
　

G
線
上
の
ア
リ
ア
に

仲
宿
睦
双
葉
会　
藤
生　
桂
凰

目
ざ
め
い
る
こ
こ
は
ど
こ
だ
と
た
し
か
め
て

　

新
聞
で
知
る
今
日
の
曜
日
を

仲
宿
睦
双
葉
会　
増
野　
孝
雄

こ
の
橋
を
渡
れ
ば
故
郷
近
づ
く
も

　

盆
暮
淋
し
自
粛
宣
言
に

仲
宿
睦
双
葉
会　
杉
本
フ
ミ
エ

我
が
村
は
星ほ

し座
と
ホ
タ
ル
の
美う
ま

し
郷さ

と土

　

現い

ま代
は
淋
し
き
限
界
集
落
に

仲
宿
睦
双
葉
会　
新
田　
大
寒

60
年
苦
楽
を
共
に
寄
り
添
い
つ

　

遺
影
の
笑
顔
た
だ
夢
の
ご
と
し

朝
日
ク
ラ
ブ　
金
子
タ
カ
子

水
し
ぶ
き
お
か
え
り
璃
花
子
拳
叩
く

　

希
望
期
待
の
感
動
発
信
を

朝
日
ク
ラ
ブ　
藤
越　
秀
明

誕
生
日
老
い
て
も
う
れ
し
贈
り
物

　

友
の
や
さ
し
さ
花
開
く
ゆ
り

桜
川
旺
寿
会　
関　
　
純
子
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脳トレ脳トレの解答

8ページの

Q1クロスワードパズル
	 A：さ　B：く　C：ら
Q2漢字クイズ
	 橋、端、箸
Q3都道府県しりとり
	 静岡→香川（神奈川）
Q4あるなしクイズ
「ある」には都道府県が
隠れています。い「しが」
き、あ「さが」お、「こ
うち」ゃ、「ぎふ」とかー
ど、「みえ」っぱり

Q5なぞなぞ
	 １、絆創膏
	 （ばんそうこう／晩　走行）
	 ２、あんぱん
	 ３、時刻表
Q6何個みつかるかな？
	 13個

暴
れ
川
味
噌
蔵
流
す
民
悲
し

　

→
暴
れ
川
流
す
味
噌
蔵
民
悲
し

東
新
東
寿
会　
田
中　
タ
イ

三
密
で
い
か
に
お
わ
す
か
つ
ば
く
ら
め

　

→
三
密
は
い
か
に
お
わ
す
か
つ
ば
く
ら

め

仲
宿
睦
双
葉
会　
新
田　
大
寒

想
い
で
も
次
々
映
す
春
の
川

　

→
想
い
出
を
次
々
つ
ぎ
と
春
の
川

朝
日
ク
ラ
ブ　
田
中　
正
己

俳
句
　
　
星
　
利
生  

選
・
評

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
、

次
々
と
突
然
変
異
が
起
こ
り
や
す
く
、ワ

ク
チ
ン
が
つ
く
ら
れ
て
も
新
し
い
変
異

株
が
で
き
や
す
い
。
イ
ギ
リ
ス
型
、
イ

ン
ド
型
な
ど
の
変
異
株
が
怖
が
ら
れ
て

い
る
。「
花
冷
え
や
文
明
の
世
に
変
異

株
」、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
人
の
流
れ

に
よ
っ
て
伝
播
す
る
こ
と
か
ら
、「
マ
ス

ク
」
よ
「
３
密
」
よ
と
い
わ
れ
て
人
と
人

と
の
接
触
を
極
力
避
け
、「
人
の
流
れ
」

も
「
人
流
」
な
ど
と
い
う
楚
辞
で
勢
い
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
が
続
く
中
、有
効
な

治
療
薬
が
望
ま
れ
て
既
存
薬
の
転
用
に

活
路
を
見
出
だ
す
努
力
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
独
特
の
病
態
の
変
化
に
追

い
つ
く
こ
と
は
難
し
く
、
コ
ロ
ナ
の
実
態

の
解
明
は
現
状
で
は
容
易
で
な
い
。

天花
冷
え
や
文
明
の
世
に
変
異
株

朝
日
ク
ラ
ブ　
田
中
ふ
み
子

地人
流
な
ど
辞
書
に
な
か
っ
た
去
年
の
夏

双
葉
蓬
莱
会　
大
村　
和
子

人山
路
き
て
余
花
の
峠
に
憩
ひ
け
り

東
新
東
寿
会　
中
島　
孝
祐

ひ
ら
ひ
ら
と
ハ
ン
カ
チ
の
花
小
鳥
来
る

仲
宿
睦
双
葉
会　
増
野　
信
子

早
春
の
風
ま
だ
固
く
頬
を
刺
す

双
葉
蓬
莱
会　
江
原　
輝
義

晴
れ
の
日
に
舫
い
を
解
か
れ
花
筏

仲
宿
睦
双
葉
会　
増
野　
孝
雄

靖
国
の
一
輪
開ひ
ら

き
大
見
出
し

乃
ぐ
ち
松
寿
会　
篠
崎　
章
子

晩
学
の
一
日
一
句
山
笑
ふ

常
盤
光
寿
会　
吉
田　
憲
司

ラ
ン
ド
セ
ル
踊
ら
せ
下
校
春
の
風

東
新
東
寿
会　
高
橋　
　
明

故
郷
を
置
き
去
り
に
し
て
母
の
日
や

朝
日
ク
ラ
ブ　
三
堀　
龍
江

よ
ぎ
り
し
は
初
蝶
な
る
や
風
に
舞
う

東
新
東
寿
会　
高
橋　
松
代

遠
き
日
の
想
ひ
で
な
び
く
鯉
の
ぼ
り

赤
塚
百
寿
会　
岡
田
千
代
子

　
川
柳

機
械
植
え
田
の
神
様
は
何
思
う

仲
宿
睦
双
葉
会　
新
田　
大
寒

目
が
覚
め
た

　

ア
ラ
ー
ム
鳴
る
ま
で
起
き
て
待
つ

朝
日
ク
ラ
ブ　
西
谷　
照
子

猿
ま
わ
し
内
村
技
に
目
も
ま
わ
し

朝
日
ク
ラ
ブ　
田
中　
正
己

く
や
し
く
も
何
故
に
つ
ま
ず
く
一
セ
ン
チ

朝
日
ク
ラ
ブ　
田
中
ふ
み
子

コ
ロ
ナ
禍
で

　

ペ
イ
ペ
イ
デ
ビ
ュ
ー
八
十
路
か
な

朝
日
ク
ラ
ブ　
浅
井　
幸
子

ち
ょ
っ
と
添
削

板橋区老人クラブ連合会 第185 号11



田
植
え
の
情
景
を
テ
レ
ビ
で
、
マ
ス
ク
姿
で

ど
ろ
ん
こ
に
な
り
楽
し
そ
う
な
小
学
生
を
見
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
い

い
の
に
と
思
う
の
は
大
人
の
考
え
で
す
。
収
穫

祭
は
マ
ス
ク
を
外
し
満
面
の
笑
顔
が
見
た
い
で

す
。�

（
伊
藤
）

断
り
き
れ
ず
、
副
部
長
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
菊
池
）

今
年
も
梅
雨
の
時
節
と
な
り
、
梅
雨
と
言
え

ば
ア
ジ
サ
イ
の
花
で
す
が
皆
様
の
近
辺
の
ア
ジ

サ
イ
の
様
子
は
ど
う
で
す
か
。�

（
津
田
）

は
じ
め
ま
し
て
。
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
の
初

参
加
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
田
中
）

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
の
新
人
で
す
。
不
慣
れ
で

す
が
、
諸
先
輩
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
楽

し
く
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

（
須
貝
）

今
回
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
部
の
声

広
報
部
の
声

老
人
ク
ラ
ブ

会
員
大
募
集

【活動・行事例】
健康講座、社会奉仕活動、スポーツ大会、
寿大学、ウォーキング（歴史さんぽ）など…

短歌・俳句・水墨画・
押し絵・書道・陶芸・
園芸・謡曲・新舞踊・
囲碁・将棋の 11 科
目が学べます。

教養活動 ◆寿大学　囲碁教室

会員同士の交流を
目的とし、日帰り旅
行のほか、春と秋
の一泊旅行、バスハ
イクがあります。

趣味活動 ◆文化部日帰り旅行

グラウンド・ゴルフ
のほか、輪投げや
ウォーキングなど、
健康増進につながる
活動をしています。

健康増進 ◆グラウンド・ゴルフ大会

【お問い合わせ先】　
板橋区老人クラブ連合会　☎03-3963-5334

（※月曜～金曜10時から15時まで）

「
青
空
に
な
び
く
鯉
の
ぼ
り
」

作
品
コ
ー
ナ
ー

作
品
コ
ー
ナ
ー

（
撮
影　

広
報
部
）

きれいな『アジサイ』

　
　

訃　

報

第
10
支
部　

支
部
長　

大
竹　

伸
良
様

令
和
３
年
４
月
25
日
逝
去

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す

原
稿

集
募

次
回　

１
８
６
号（
10
月
発
行
）

原
稿
締
切
日　

８
月
20
日（
金
）
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